
親

鸞

の

生

死

観

大 

門 

照 

忍 

は

じ

め

に

 

宗
祖
の
生
死
観
に
つ
い
て
、
窺
い
た
い
と
思
う
。

は
じ
め
に
私
自
身
の
小
体
験
を
の
べ
て
み
た
い
。
戦
中
派
の
一
人
と
し
て
、

旧
陸
軍 

の
士
官
養
成
の
学
校
を
卒
業
し
て
、
終
戦
ま
で
死
生
の
間
に
身
を
お
い
た
の
で
あ
る
が' 

学
校
で
の
精
神
教
育
の
中
心
は
死
生
観
で
あ
っ 

た
。

二
十
歳
前
後
の
生
徒
た
ち
は
、
大
講
堂
で
生
徒
隊
長
、
中
隊
長
か
ら
聞
か
さ
れ
る
話
の
う
ち
、
卒
業
直
前
の
講
話
を
最
も
印
象
深
く 

傾
聴
し
た
。

講

題

は

「鬼
神
中
村
中
尉
」
と
あ
り
、

フ
ィ
ン
シ
ハ
ー
フ
ェ
ン
で
戦
死
し
た
部
下
思
い
の
青
年
将
校
の
壮
烈
な
生
涯
を
語
っ
た
も
の
で 

あ
っ
た
。

そ
の
委
細
は
省
く
。

そ
の
あ
と
の
光
景
が
忘
れ
が
た
い
。

「
武
士
道
と
は
死
ぬ
こ
と
ゝ
み
つ
け
た
り
」(
葉
隠)

と
い
う
結
び
の 

語
の
あ
と
、
中
隊
長
は
黒
板
に
一
幅
の
肖
像
画
を
か
け
た
。

そ
こ
に
は
、
き
び
し
く
縛
め
ら
れ
た
吉
田
松
陰
の
上
半
身
が
画
か
れ
、

頭
の 

上
の
空
間
に
は
、
遺

偈

の

「
吾
今
為
国
死
、
 

死
不
背
君
親
、
悠
々
天
地
事
、
感
賞
在
明
神
」
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

そ
の
悽
愴
な
風
貌
の 

前
に
生
徒
達
を
一
人
一
人
、

順
々
に
立
た
せ
て
、
決
意
を
の
べ
さ
せ
て
退
室
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
は
、
終
戦
の
あ
と
地
方
の
別
院
に
勤
務
し
て' 

あ
る
年
、
地
方
銀
行
の
頭
取
の
本
葬
を
当
別
院
で
執
行
し
た
時
の
こ
と
。

頭 

取
の
宗
旨
は
、
曹
洞
宗
で
あ
り
、
導
師
は
永
平
寺
か
ら
見
え
た
。

会
場
が
他
に
な
い
の
で
、
真
宗
大
谷
派
の
別
院
を
借
り
た
わ
け
で
あ
る
。



私
は
、

た
だ
一
人
で
列
座
の
装
束
を
し
で
禅
僧
達
と
並
ん
で
い
た
。
輪
番
の
命
に
よ
っ
て
参
列
し
た
の
で
あ
る
？
導
師
の
香
語
が
あ
っ
て 

列
衆
の
斉
唱
す
る
朗
々
た
る
文
章
の
韻
が
、
左
右
か
ら
私
を
包
ん
だ
。
黙
然
と
し
て
い
る
私
が
聞
い
た
の
は
、

「
生
を
明
ら
め
死
を
明
ら 

む
る
は' 

佛
家
一
大
事
の
因
縁
な
り
、
生
死
の
中
に
佛
あ
れ
ば
生
死
な
し
、
但
生
死
即
ち
涅
槃
と
心
得
て
、
生
死
と
し
て
厭
ふ
べ
き
も
な 

く'

涅
槃
と
し
て
欣
ふ
べ
き
も
な
し
、
是
時
初
め
て
生
死
を
離
る
る
分
あ
り
、
唯
一
大
事
因
縁
と
究
尽
す
べ
し
、
人
身
得
る
こ
と
難
し
、
 

佛
法
値
ふ
こ
と
希
れ
な
り:

：:

」(

曹
洞
教
会
修
証
義)

の
文
で
あ
る
。
す
で
に' 

こ
の
文
章
も
、
『
正
法
眼
蔵
』

生
死
の
巻
の
文
も
知
っ
て 

は
い
た
け
れ
ど
も
、
堂
内
に
反
響
す
る
斉
唱
の
余
韻
が
、

ふ
か
く
心
を
う
っ
た
。

さ
ら
に
一
つ
を
加
え
る
。

公
務
員
時
代
に
毎
月
一
回
づ
つ
、
刑
務
所
の
社
会
教
育
の
講
師
と
し
て
話
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
所
長
か
ら 

公
文
書
を
も
っ
て' 

私
の
直
属
上
司
に
依
頼
し
て
、
勤
務
に
支
障
の
な
い
条
件
で
出
張
し
た
。

む
こ
う
の
教
育
課
長
が
転
勤
と
な
り
、
新 

任
の
課
長
は
偶
然
に
も
旧
制
専
門
学
校
の
同
窓
生
で
あ
っ
た
が
、
彼
も
ま
た
転
勤
と
な
り
、

そ
の
別
れ
に
あ
た
っ
て' 

私
に
あ
ず
か
っ
て 

く
れ
と
残
し
た
も
の
が
あ
る
。
詳
し
い
事
情
は
略
す
る
が
、

そ
れ
は
一
幅
の
画
で
あ
り
、
自
ら
讃
を
加
え
て
あ
る
。

画
は
見
事
な
梅
花
、
 

讃

は

「
心
音
の
咽
喉
つ
き
あ
ぐ
る
春
の
宵
」

の
一
句
で
あ
る
。

そ
れ
は' 

そ
の
課
長
が' 

か
つ
て
教
誨
し
た
某
死
刑
囚
の
手
に
な
る
も
の 

で
あ
る
。

死
を
ひ
か
え
て
の
鋭
い
と
ぎ
す
ま
さ
れ
た
神
経
と
情
念
の
ゆ
ら
め
き
と
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
本
人
の
遺
志
に
よ
り
、 

そ
の
死
後
ず
っ
と
大
事
に
保
管
し
て
き
た
課
長
が
、
私
に
委
託
し
た
理
由
は
転
勤
の
多
い
身
で' 

し
か
も
官
舎
に
仏
間
も
な
い
こ
と
、

そ 

し
て
故
人
へ
の
限
り
な
い
愛
情
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

爾
来
、

そ
れ
は
私
と
共
に
あ
る
。

今
年
、
耳
順
の
齢
を
迎
え
て' 

思
う
こ
と
は
真
宗
の
教
え
に
値
遇
し
得
た
幸
慶
で
あ
る
。

旧
制
中
学
一
年
よ
り
併
設
の
専
修
学
院
で
、
 

真
宗
学
・
仏
教
学
を
学
び
は
じ
め
て
、
大
谷
大
学
大
学
院
を
修
了
し
て
現
在
に
い
た
る
ま
で' 

つ

ね

に

「
生
死
即
涅
槃
」
を
思
念
し
て
き 

た
私
が
、
改
め
て
宗
祖
の
生
死
観
を
述
べ
る
意
は
、

た
だ
仏
祖
の
恩
徳
に
対
す
る
報
謝
の
一
点
に
集
約
さ
れ
る
。



一

道

元

が

「
生
ヲ
ア
キ
ラ
メ
、

死
ヲ
ア
キ
ラ
ム
ル
八' 

仏
家
一
大
事
ノ
因
縁
ナ
リ
」(

正
法
眼
蔵
・
諸
悪
莫
作)

と
い
い
き
っ
た
よ
う
に
、
古 

来
の
仏
者
は
こ
の
問
題
に
対
決
し
て
き
た
。
親

鸞

の

師

法

然

は

「
決
定
往
生
の
信
」

に

立

ち

「
生
け
ら
ば
念
仏
の
功
つ
も
り' 

死
な
ば
浄 

土
へ
ま
い
り
な
ん
、
と
て
も
か
く
て
も
、

こ
の
身
に
は
思
い
わ
ず
ら
う
こ
と
ぞ
な
き
と
思
い
ぬ
れ
ば
、

死
生
と
も
に
わ
ず
ら
い
な
し
」
と 

い

っ

た

と

伝

え

「
待
暁
天
商
客
、
驚
鶏
鳴
猶
喜
、
欣
浄
土
行
人
、
得
病
悩
偏
楽
」(

伝
道
記
糅
鈔
四
三)

と
語
っ
た
と
い
う
。
 

一

遍

は

「
六
字
の
中
に' 

も
と
生
死
な
し
、

一
声
の
間
に
即
ち
無
生
を
証
る
」(

六
字
無
生
頌)

と

も

「
た
だ
南
無
阿
弥
陀
仏
が
、

即
ち 

生
死
を
離
れ
た
る
も
の
な
り
」

と
も
の
べ
、

生
き
る
命
も' 

死
ぬ
る
命
も
阿
弥
陀
仏
の
御
命
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
良

寛

は

「
災
難
に 

逢
う
時
節
に
は
、
災
難
に
逢
う
が
よ
く
候
、

死
ぬ
る
時
節
に
は
、

死
が
よ
く
候
」

と
の
べ
、
友
を
慰
諭
し
た
と
伝
え
、
ま

た

「
老
い
も
せ 

ず
死
に
も
せ
ぬ
国
は
あ
り
と
聞
け
ど
、
道
を
知
ら
ね
ば
行
く
よ
し
も
な
し
」
と
述
懐
し
た
。
'3

蓮

は

「
三
界
之
相
と
は
生
老
病
死
な
り
、
 

本
有
の
生
死
と
み
れ
ば
無
有
生
死
な
り
、
生
死
無
け
れ
ば
退
出
も
無
し
、
唯
生
死
無
き
に
非
ざ
る
な
り
、
生
死
を
見
て
厭
離
す
る
を
迷
と 

云
い
始
覚
と
云
う
な
り
、

本

有

の

生

死

を

知

見

す

る

を

悟

と

云

い

本

覚

と

云

う

な

り

生

と

は

妙

法

の

生

な

れ

ば

随

縁

な

り

、

死
と
は 

寿
量
の
死
な
れ
ば
法
界
同
時
に
真
如
な
り
」(

御
義
口
伝)

と

も

「
命
と
申
す
物
は
一
身
第
一
の
珍
宝
な
り
」

「
一
日
も
い
き
て
を
は
せ
ば
功 

徳
つ
も
る
べ
し
、
あ
ら
を
し
の
命
や
、 

命
や
」(

可
延
定
業
御
書)

と
も
教
え
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
自
在
の
境
地
を
吐
露
し
て
い
る
が
、 

生
死
観
の
究
竟
が
生
死
即
涅
槃
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

「伝
教
大
師
云
く
、
生
死
の
ニ
法
は
一
心
の
妙
用' 

有
無
の
二
道
は
本
覚
の
真
徳:

：:

天
台
の
止
観
に
云
く'

起
は
是
れ
法
性
の
起
、
 

滅
は
是
れ
法
性
の
滅
」(

生
死
一
大
事
血
脈
抄)

、

「
如
来
者
即
是
本
心
、

一
切
妄
念
皆
従
本
心
而
生
、
本
心
主
妄
念
客:

：:

菩
薩
未
見
自
性 

在
生
死
苦
海;

：:

既
見
法
身
即
度
生
死
之
海
、

不
生
不
滅
非
因
非
縁' 

広
大
等
於
虚
空
」(

一
切
経
開
題)

、

「
死
生
之
分
物
大
帰
矣
」(

性
霊 

集
、
四)

、

「
生
死
ヲ
ナ
ゲ
ク
コ
ト
ナ
カ
レ
、
生
死
ヲ
出
離
ス
ル
ー-

イ
ト
ス
ミ
ヤ
カ
ナ
ル
ミ
チ
ア
リ
、

イ
ハ
ユ
ル
心
性
ノ
常
住
ナ
ル
コ
ト
ハ



リ

ヲ

シ

ル

ナ

リ

心

ハ

コ

レ

常

住

ナ

リ

、
去
来
現
在
カ
ハ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、

カ
ク
ノ
ゴ
ト
ク
シ
ル
ヲ
生
死
ヲ
ハ
ナ
レ
タ
リ
ト
ハ
イ
フ
ナ
リ 

:
:
:

生
死
ハ
ス
ナ
ハ
チ
涅
槃
ナ
リ
ト
覚
了
ス
ベ
シ
、

イ
マ
ダ
生
死
ノ
ホ
カ
ニ
涅
槃
ヲ
談
ズ
ル
コ
ト
ナ
シ
」(
弁
道
話)

、
「経
論
ヲ
解
シ
テ
モ 

心
地
ヲ
悟
ラ
ズ
ン
バ
、
生

死

到

来

ノ

時-
一
取
リ
乱
サ
ン
ゾ' 

無
事
ー
一
シ
テ
心
外-
ー
 

ー
物
ヲ
モ
不"

求
自
己
是
仏
ト
悟
ル
人
ハ' 

生
死
到
来 

ノ
時
モ
、
本
心
ヲ
取
リ
乱
サ
ズ' 

湛
然
ト
シ
テ
示
寂
ス
ル
ナ
リ
」(

臨
済
録
密
鈔)

の
諸
文
に
示
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
 

生
死
即
涅
槃
、
煩
悩
即
菩
提
と
い
う
大
乗
仏
教
の
根
本
テ
ー
マ
に
つ
い
て' 

七
祖
の
一
人
で
顕
密
両
教
に
通
達
し' 

熱
烈
に
浄
土
を
願 

生
し
た
源
信
は
、
別

時

念

仏

の

臨

終

行

儀

の

勧

念

に

「
一
先
応
〒
発
一
一
大
乗
実
智
一
知
”
生

死

由

来

二

と

の

べ

「
当"

知

、
生
死
即
涅
槃' 

煩 

悩
即
菩
提' 

円
融
無
碍
無
二
無
別' 

而
由
ー
ー
ー
念
妄
心-

入
ー
一
生
死
界
一
来
、
無
明
病
所
“
盲
久
忘
ー
ー
本
覚
道
一
」(

往
生
要
集
中
末)

と

い
ゝ

つ'
 

臨
終
の
十
念
を
勧
め
て
い
る
。
源
信
自
ら
手
に
五
色
の
糸
を
と
り
、

十
二
礼
の
文
を
誦
し
て
往
生
し
て
い
る
。
 

宗

祖

は

『
浄
土
論
註
』

を

通

じ

て

『
華
厳
経
』
『
維
摩
経
』
意
を
う
け
て
、
生
死
即
涅
槃
の
無
礙
道
、
入
不
二
法
門
を
、
本
願
力
廻
向
の 

大

道

と

領

解

し(

論
註
—
行
巻)

、

「
惑
染
凡
夫
信
心
発
証
一
一
知
生
死
即
涅
槃
ー
」(

正
信
偈)

、

「
必
得,

生
一
一
安
楽
国
一
生
死
即
大
涅
槃
」 

(

入
出
ー
ー
門
偈)

と
も
、

「
往
相
ノ
廻
向
ト
ト
ク
コ
ト
ハ 

弥
陀
ノ
方
便
ト
キ
イ
タ
リ 

悲
願
ノ
信
行
エ
シ
ム
レ
バ 

生
死
ス
ナ
ハ
チ
涅
槃 

ナ
リ
」(

高
僧
和
讃)

と
も
偈
讃
し
て
い
る
。
存

覚

は

「非

“
云
ー
ー
ー
凡
夫
直
証
一
一
此
理­:

：:

発
レ
信
称
一
一
其
名
号
一
雖"

為
一-
不
断
煩
悩
悪
機
ハ 

依­- 

法
功
能
一
備 
ーー
 
此

理-

也
」 (

六
要
鈔) 

と
釈
し
て
い
る
が
、
 

此
土
の
密
益
と
見
る
の
も' 

あ

る

い

は

「
真
実
報
土
ノ
ナ
ラ
ヒ
ニ
テ 

煩
悩
菩 

提
一
味
ナ
リ
」(

正
像
末
和
讃)

、

「
爾
者
斯
等
覚
悟
者
皆
以
安
養
浄
刹
之
大
利
」(
行
巻)

、
「
安
養
一
ー
イ
タ
リ
テ
サ
ト
ル
ベ
シ
」

「
凡
地
ー
ー
シ
テ 

ハ
サ
ト
ラ
レ
ズ 

安
養
ニ
イ
タ
リ
テ
証
ス
ベ
シ
」(
浄
土
和
讃)

の
例
に
准
じ
て
彼
土
の
益
と
す
る
の
も
、
す
べ
て
信
楽
の
一
念
に
発
す
る 

も
の
で
、
信
知
と
証
知
と
は
永
く
別
な
る
も
の
で
は
な
い
。
前

掲

の

「悲
願
ノ
信
行
エ
シ
ム
レ
バ 

生
死
ス
ナ
ハ
チ
涅
槃
ナ
リ
」

の
祖
意 

を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
い
。



二 

宗
祖
の
回
心
は
、
求

め

つ

づ

け

た

「
生
死
出
ず
べ
き
み
ち
」(

恵
信
尼
消
息)

を
、

法
然
か
ら
念
仏
の
一
道
と
し
て
教
え
ら
れ
た
時
に
あ 

っ
た
。

そ

の

「
み
ち
」
と

は

「
後
世
を
祈
ら
せ
給
い
け
る
」
参

籠

、
「
後
世
の
助
か
ら
ん
ず
る
縁
」
と
の
値
遇
、
「
後
世
の
事
」
な
ど
の
語
に
示 

さ
れ
る
よ
う
に
、

正
し
く
後
世
の
救
い
に
あ
っ
た
。

恩

師

法

然

の

「
夫
速
欲
レ
離
一
一
生
死
ハ
ニ
種
勝
法
中
且
閣
一
一
聖
道
門-

選
入
ー
ー
浄
土
門- 

」(

選
択
集
—
行
巻)

と
い
う
三
選
の
文
に
も
あ
ら
わ
れ
る
出
離
す
べ
き
生
死
と
は
な
に
か
。

祖
典
に
引
く
文
例
に
よ
っ
て
数
え
る
と 

『
教
行
信
証
』

に
四
十
五
回
、
和
漢
撰
述
に
は
五
十
八
回
あ
ら
わ
れ
る
。

「
往
一
一
来
生
死
二
「無
始
生
死
苦
」

「
凡
夫
所
見
実
生
死
」 

「
生 

死
凡
夫
」

「
生
死
重
罪
」

「
生
死
縛
」

「
生
死
菌
」

「
生
死
輪
転
家
」

「
罪
悪
生
死
凡
夫
」

「
久
沈
一
ー
生
死
一
」

「
回-
一
入
生
死
一
」

「
生
死
稠
林
」 

「
生
死
甚
難
レ
厭
」

「
断
一
一
絶
三
有
生
死­
」

「
生
死
流
」

「
傾
ー
ー
無
始
生
死
有
輪­

」

「聞­-
嘆

愁
生
死
声­

」

「悪
道
生
死
等
苦
」

「生
死
大
海
」 

「
欲
し
度
ー-
生
死
彼
岸
一
」

「
生
死
変
一
一
易
三
界
一
」
、

そ

し

て

「
三
有
生
死
之
雲
」

「
生
死
ノ
苦
海
」

「
五
道
生
死
」

「
生
死
ノ
ヤ
ミ
」

「
生
死
大 

海
」

「
生
死
之
家
」

「
生
死
ノ
キ
ズ
ナ
」

「
生
死
無
常
ノ
コ
ト
ハ
リ
」
な
ど
あ
り
、

ま

た

「
生
死
之
家
八
…
…
六

道

・
四

生

'.
一
十
五
有
・
 

十
二
類
生
二
ト
ド
マ
ル
ト
也
、

イ

マ-
一
ヒ
サ
シ
ク
世-
ー
マ
ヨ
フ
ト
シ
ル
ベ
シ
ト
也
」(
尊
号
真
像
銘
文)

と
釈
す
る
よ
う
に
、

厭
う
べ
く
し 

て
、
し
か
も
甚
だ
厭
い
難
い
繫
縛
の
世
界' 

す
て
が
た
い
煩
悩
の
旧
里
で
あ
る
。

そ

の

具

体

相

は

『
大
経
』

下
巻
の
三
毒
五
悪
段
に
委
細 

を
尽
し
て
い
る
。

人

は

愛

欲

の

世

界

に

「
独
生
独
死
、

独
去
独
来
。
当
行
至
趣
苦
楽
之
地
。
身
自
当
之
、
無
有
代
者
」

「
永
劫
已
来
展
転
五
道
、
憂
畏
勤 

苦
」

「
乃
至
今
世
生
死
不
絶
」

「先
被
殃
病
、
 

求
死
不
得
、
求
生
不
得
」

の
状
況
下
に
お
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
仏

は

「
決
正
生 

死
、
泥
疽
之
道
」

し
、

「
永
抜
生
死
根
本
」

し
、

「
当
求
度
世
、
抜
断
生
死
、
衆
悪
之
本
」
と
勧
誡
さ
れ
る
。

そ

の

方

法

は

「教
化
群
生
、 

令
捨
五
悪
令
去
五
痛
、
 

令
離
五
焼' 

降
化
其
意' 

令
持
五
善
、
獲
其
福
徳
、
度
世
長
寿
、
泥
疽
之
道
」

「降
化
五
悪
、
消
除
五
痛
、
絶
滅



五
焼
、
以
善
改
悪' 

抜
生
死
之
苦
、
令
獲
五
徳
、
昇
無
為
之
安
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

宗

祖

が

「
生
死
無
常
の
こ
と
は
り' 

く
わ
し
く
如
来
の
と
き
お
か
せ
お
は
し
ま
し
て
さ
ふ
ら
ふ
」(

末
灯
鈔)

と
い
う
の
は
、
他
経
を
ま 

た
ず
と
も
、
悲

化

段

の

「
生
死
常
道
、
転
相
嗣
立
。
或
父
哭
子
、
或
子
哭
父:

：:

顚
倒
上
下
、
無
常
根
本
。
皆
当
過
去
、

不
可
常
保:

：
： 

是
以
生
死
流
転
、
無
有
休
止
」

「
愛
欲
栄
華
、

不
可
常
保
、
皆
当
別
離
」

「
処
年
寿
命' 

無
能
幾
何
」

「
欲
求
長
生
、
会
当
帰
之
」

「
大
命
将 

終' 

悔

懼

交

至

将

何

及

乎

」
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

特
に
死
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
な
ら
ば' 

経

文

の

「
身
亡
命
終
、
棄
捐
之
去
」

「終
身
夭
命
」

「
寿
終
身
死
」

「
年
寿
終
尺
」

「
其
寿
未 

尽
、
便
頓
奪
之
」

「
寿
終
神
逝
」

「
寿
命
終
尺
」
な
ど
の
文
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り' 

後
に
の
べ
る
二
類
の
死' 

三
類
の
死
、

四
類
の 

死' 

六
類
の
死
、
 

そ
し
て
自
然
の
死
と
横
死
の
別
と
も
関
連
し
て
い
る
と
見
ら
れ
よ
う
。

悲
化
段
を
中
国
撰
述
、
あ
る
い
は
後
人
の
付
加
と
す
る
説
も
あ
る
が
、

生
死
の
考
究
に
つ
い
て
い
え
ば' 

貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
 

さ

て

生

死

を

超

過

す

る

道

を

「
念
仏
の
信
心
」

と
し
て
領
解
し
た
宗
祖
で
あ
る
が
、
大

信

心

の

徳

を

嘆

じ

て

「
長
生
不
死
之
神
方
、
忻 

浄
厭
穢
之
妙
術
」(

信
巻)

、

「
除
疑
獲
徳
之
神
方' 

極
速
円
融
之
真
証
、
長
生
不
死
之
妙
術
」(

文
類
聚
鈔)

な
ど
と
の
べ
、

念
仏
の
功
力 

を

た

ゝ

え

て

は

「
息
災
延
命
ノ
タ
メ
ニ
ト
テ
」 

「
定
業
中
夭
ノ
ゾ
コ
リ
ヌ
」
(

浄
土
和
讃)

と
の
べ
る
。
 

こ

ゝ

に

「
生
死
出
ず
べ
き
み
ち
」
と

「
後
世
の
事
」

の
本
質
が
、

お
の
ず
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

後
世
の
助
か
る
道
と
は
、
現
実
の
苦
悩
か
ら
の
逃
避
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
韋
提
希
を
救
う
道
は' 

七
重
の
む
ろ
か
ら
救
出
す
る 

こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

耆
闍
崛
山
よ
り
王
宮
に
現
れ
た
世
尊
も' 

目
連
・
阿
難
も
、
 

夫
人
を
牢
獄
よ
り
救
出
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
韋
提
希
も
ま
た
王
宮 

よ

り

の

脱

出

を

求

め

ず

に

「
為
我
広
説
、
無
憂
悩
処
。
我
当
往
生
。

不
楽
閻
浮
提
濁
悪
世
也
。

此
濁
悪
処
、
地
獄
餓
鬼
畜
生
、
盈
満
多
不 

善
聚
。
願
我
未
来' 

不
聞
悪
声
、

不
見
悪
人
。
今
向
世
尊
、

五
体
投
地
、
求
哀
懺
悔
。
唯
願
仏
日
、
教
我
観
於
清
浄
業
処
」
と
、
生
死
迷 

妄
の
濁
世
を
超
え
る
道
を
求
め
る
の
で
あ
る
。

こ
の
世
の
ど
こ
か
に
逃
げ
道
を
探
す
の
で
な
く'

三

悪

道

の

中

に

沈

没

し
て

い

る

「
地
獄



は
一
定
す
み
か
」

の
自
身
を
懺
悔
す
る
ほ
か
は
な
い
。

罪
障
の
根
元
は
自
身
に
あ
る
以
上
、
仏
力
に
よ
っ
て
病
め
る
心
を
聞
治
せ
し
め
ら 

れ
る
道
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

凡
夫
不
堪
の
定
散
二
善
を
す
て
ゝ
、

弘
願
の
念
仏
に
帰
せ
し
め
た
世
尊
は
、
夫
人
を
深
宮
に
残
し
て
耆 

闍
崛
山
に
還
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
韋
提
希
は
、
深
宮
に
幽
閉
の
ま
ゝ
で
生
死
を
超
え
た
の
で
あ
る
。

こ

ゝ

に

「後
世
の
事
」

の
証
し
が
あ 

る
。

阿
闍
世
王
の
救
い
に
も
同
じ
事
が
い
え
る
。
す
で
に
華
報
に
さ
い
な
ま
れ
、

地
獄
の
果
報
の
近
き
こ
と
を
恐
れ
、

「我
当
ノ
入­-
阿
鼻 

地
獄
ハ 

冀
汝
投
持
不
・
令
一
一
我
堕­

」(

大
般
涅
槃
経
——
信
巻)

と
耆
婆
に
泣
訴
し
た
彼
が
、
世
尊

の
摂
化
に
よ

り

無

根

の

信
を

獲
て

は

「
世
尊
、 

若
我
審
能
破
一
一
壊
衆
生
諸
悪
心
一
者
、
使
マ
我
常
在
一
一
阿
鼻
地
獄
一
無
量
劫
中
為
一
一
諸
衆
生
一
受
”
苦
悩
ハ 

不
一
一
以
為
ね
古
」
と
宣
言
し
て
い
る
。
自 

ら
不
請
の
友
と
な
っ
て
地
獄
の
苦
を
も
甘
受
し
よ
う
と
す
る
大
菩
提
心
を
発
し
て
い
る
。
生
死
を
超
え
た
叫
び
で
あ
る
。

「後
世
の
事
」 

ほ' 

こ
の
生
死
を
超
え
る
こ
と
に
あ
る
。

宗
祖
が
、

「
浄
土
ノ
機
縁
」(
浄
土
和
讃)

「
浄
邦
縁
熟
……

浄
業
機
彰
」(

総
序)

と
の
べ
て' 

阿
闍
世
、

韋
提
希
の
立
場
を
明
ら
か
に 

し
、

ま

た

「
大
経 

選

択

三

種

一

法

蔵

菩

薩:

：:

二
世
饒
王
仏
…
…
三
釈
迦
如
来:

：:

、
観
経 

選

択

二

種

一

釈

迦

如

来:

：:

二
韋 

提
夫
人 

選
択
浄
土 

選
択
浄
土
機
」(

愚
禿
鈔
上)

と
、
特
に
韋
提
の
役
割
を
重
視
し
、
難
治
の
三
病
、
難
化
の
三
機
の
代
表
と
し
て
阿 

闍
世
の
心
病
を
治
し
給
う
大
悲
を
明
ら
か
に
す
る
所
以
も
、

こ
ゝ
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

「
我
当
往
生
」

の
生
は
、
曇
鸞
の
論
じ
た
よ
う
に
三
界
虚
妄
の
生
で
な
く
、
無
生
の
生
で
あ
り' 

凡
夫
の
実
の
生
死
で 

な

く

て

「
因
縁
義
故
仮
名"

生
」(

論
註
上
—
行
巻)

と
い
う
因
縁
生
で
あ
る
。

実
の
生
死
の
繫
縛
か
ら
無
生
の
生
へ
の
超
断
は
、
今

こ

ゝ

に

「
タ
ダ
ヒ
ト
タ
ビ
」

の
回
心
に
お
い
て
現
成
す
る
。

こ
れ
が
宗
祖
の
生
死 

観
の
一
面
、
す
な
わ
ち
超
断
の
相
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
横
超
の
金
剛
心
の
益
で
あ
り
、

「
言

“
断
者
発
ー
一
起
往
相
一
心
一
故
無-
一
生
而
当"

受

生
-"1

無­
一
趣
而
更
応"

到

趣

7  

已

六

趣

，
四 

生
因
亡
果
滅
。
故
即
頓
断
一
一
絶
三
有
生
死7
 

故
日
”
断
也
。

四
流
者
則
四
暴
流
、

又

生

・

老

・
病

・
死
也
」(

信
巻)

と
い
わ
れ
、

「
真
実
浄 

信

心

内

因

摂

取

不

捨

外

縁

信

受

本

願

前

念

命

終:

：:

即

得

往

生

後

念

即

生:

：:

他
力
金
剛
心
也
便
同
一
一
弥
勒
菩
薩-

自
力
金
剛
心



也
」(

愚
禿
鈔
上)

と
も
、

「
金
剛
ノ
信
心
バ
カ
リ
ニ
テ
ナ
ガ
ク
生
死
ヲ
ス
テ
ハ
テ
テ
」(

高
僧
和
讃)

「
信
心
の
ひ
と
は
、
そ
の
心
つ
ね
に
浄 

土
に
居
す
」(

般
舟
讃/

末
灯
鈔)

「金
剛
心
ヲ
エ
タ
ル
人
ハ
、
正

定

聚-
一
住
ス
ル
ユ
ヘ
ニ
ヽ
臨
終
ノ
ト
キ
ニ
ア
ラ
ズ
、

カ
ネ
テ
尋
常
ノ
ト
キ 

ヨ
リ
ッ
ネ-
一
摂
護
シ
テ
ス
テ
タ
マ 

ハ
ザ
レ
バ
、
摂
得
往
生
ト
マ
フ
ス
也
」(

尊
号
真
像
銘
文)

と
も
の
べ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

弥
勒
に
同 

じ
く
、
如
来
と
等
し
と
い
わ
れ
る
の
は(

信

巻

・
愚
禿
鈔
上
，
正
像
末
和
讃
，
尊
号
真
像
銘
文
・
一
念
多
念
文
意
・
唯
信
鈔
文
意
・
末
灯
鈔)

、

こ
の 

即
得
往
生
の
現
証
で
あ
る
。

覚
如
が' 

身
:

心
の
二
種
の
命
終
を
立
て
、
自

力
を
ひ

る
が
え

し
て

他
力
に
帰
す

る
一
念
を

「
善
悪
ノ
生
処 

ヲ
サ
ダ
ム
ル
コ
ト
八
、

心
命
ノ
ッ
ク
ル
ト
キ
ナ
リ
、

身
命
ノ
ト
キ
ニ
ア
ラ
ズ
」
(

最
要
鈔)

と
い
い
、
諸
行
往
生
の
体
失
往
生
に
対
し
て
、
 

念
仏
往
生
を
不
体
失
往
生
と
主
張
し
た
と
い
う
宗
祖
の
領
解
を
伝
え
る
の
も(

口
伝
鈔)

、

こ
の
意
に
他
な
ら
な
い
。
す
で
に
経
典
に
は' 

業

成

に

つ

い

て

「
更
覓
受
生
、
彼
行
業
熟
、
此
謂
為
死
」(

文
珠
師
利
問
経
上)

と
説
い
て
い
る
。

救

わ

れ

た

阿

闍

世

が

「
我
今
未"

死
已
得
一
一
天
身7

捨
一
一
於
短
命
一
而
得
ー
ー
長
命
ハ
捨
一
一
無
常
身-

而
得
一
一
常
身-

」(

大
般
涅
槃
経
—
信
巻)

と
述 

懐
し
て
い
る
の
も
同
趣
で
あ
る
。

ま

さ

し

く

大

信

心

こ

そ

「
長
生
不
死
之
神
方
」
で
あ
り' 

宗
祖
が
特
に
曇
鸞
の
帰
浄
伝
説
に
深
い
関
心
を
は
ら
わ
れ
た
の
も
故
な
し
と 

し
な
い
の
で
あ
る
。

心
病
の
尽
き
る
と
き
と
は' 

難

治

の

三

病(

謗

大

乗

・

五

逆

罪

・
一
闡
提)

の
聞
治
さ
れ
た
時
で
あ
る
。

悲
化
段
の
、

「
可
獲
極
長
生
、
寿
楽
無
有
極
」

「獲
其
福
徳
、
度
世
長
寿
、
泥
疽
之
道
」

の
め
ざ
す
と
こ
ろ
も
、

こ
の
点
に
あ
る
。
難
治 

の
三
病

よ

り
も

重

い

表

現

の

「逆
謗
ノ
屍
骸
」(
高
僧
和
讃)

「
二
乗
雑
善
中
下
屍
骸
」(

行
巻)

を
も
、
蘇

ら

せ

る

「
雨
甘
露
法
」(

大
経
下) 

「
開
甘
露
」(

序
分
義
—
真
仏
土
巻)

で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば' 

大

涅

槃

と

は

「:

：:

亦
名
一
ー
無
生
ハ
亦
名
一
ー
無
出
ー:
:
:

亦

名­-
甘

露

ニ
(

大
般 

涅
槃
経
——
真
仏
土
巻)

な
る
が
故
で
あ
る
。

か
く
し
て' 

真
実
信
心
の
行
人
は
、
摂
取
不
捨
の
故
に
正
定
聚
の
位
に
住
し
て
、

「
コ
ノ
ユ
ヘ
ー­

臨
終
マ
ッ
コ
ト
ナ
シ
、
来
迎
タ
ノ
ム 

コ

ト

ナ

シ

信

心

サ

ダ

マ

ル

ト

キ

往

生

マ

タ

サ

ダ

マ

ル

ナ

リ

、
来
迎
ノ
儀
則
ヲ
マ
タ
ズ
」(

末
灯
鈔)

と
い
ゝ
き
ら
れ
る
が
、

不
来
迎
と



は
無
来
迎
の
意
で
は
な
い
。
宗
祖
に
と
っ
て
、
来
迎
と
は
臨
終
時
に
期
待
す
る
こ
と
で
な
く'

二
尊
の
遣
喚
に
信
順
す
る
現
在
の
一
念
に 

お
い
て
あ
る
。

「
観
音
勢
至
自
来
迎
」

の

釈

に

は

「
自
ハ
ミ
ヅ
カ
ラ
ト
イ
フ
ナ
リ:

：:

」

と
、
弥

陀

・
観
音
・
勢
至
な
ど

の
化
身
が

時
，
処
を
え
ら
ば 

ず
に
不
請
の
摂
護
を
加
え
る
こ
と
を
明
し
、

「
マ
タ
自
ハ
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
ト
イ
フ
……

」
と
、
行
者
の
は
か
ら
い
を
こ
え
た
願
力
自
然
を
の 

ベ
、
 

「
来
ハ
浄
土
へ
キ
タ
ラ
シ
ム
ト
イ
フ
、

コ

レ

ス

ナ

ハ

チ

若

不

生

者

ノ

チ

カ

ヒ

ヲ

ア

ラ

ハ

ス

御

ノ

リ

ナ

リ

マ

タ

来

ハ

カ

ヘ

ル

ト

イ 

フ
、

カ
ヘ
ル
ト
イ
フ
ハ
願
海
ニ
イ
リ
ヌ
ル
ニ
ョ
リ
テ
、

カ
ナ
ラ
ズ
大
涅
槃
ニ
イ
タ
ル
ヲ
、
法
性
ノ
ミ
ヤ
コ
へ
カ
へ
ル
ト
マ
フ
ス
ナ
リ 

コ
ノ
サ
ト
リ
ヲ
ウ
レ
バ
、

ス
ナ
ワ
チ
大
慈
大
悲
キ
ワ
マ
リ
テ
、
生
死
海
ニ
カ
へ
り
イ
リ
テ
普
賢
ノ
徳
ニ
帰
セ
シ
ム
ト
マ
フ
ス
、

コ
ノ
利
益 

二

オ

モ

ム

ク

ヲ

来

ト

イ

フ

迎

ト

イ

フ 

ハ
ム
カ
ヘ
タ
マ 

フ
ト
イ
フ
、

マ

ッ

ト

イ

フ

コ

コ

ロ

ナ

リ

コ

ノ

ユ 

へ 

二
信
心
ヤ
ブ
レ
ズ
、

カ 

タ
ブ
カ
ズ
、

ミ
ダ
レ
ヌ
コ
ト
金
剛
ノ
ゴ
ト
ク
ナ
ル
ガ
ユ
へ 

ニ
金
剛
ノ
信
心
ト
ハ
マ
フ
ス
ナ
リ
、 

コ
レ
ヲ
迎
ト
イ
フ
ナ
リ
」(

唯
信
鈔
文
意) 

と
釈
し
、

「
キ
タ
ラ
シ
ム
」

「
カ
ヘ
ル
」

「
マ
ツ
」

の
語
勢
は
往
還
一
ー
廻
向
の
は
た
ら
き
と
し
て
示
さ
れ
、

そ
れ
が
信
楽
の
一
念
に
廻
向
成 

就
さ
れ
る
事
実
、
す
な
わ
ち
摂
取
不
捨
の
仏
力
と
し
て
領
解
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に' 

信

一

念

に

生

死
を

超

断
す

る

事

実
が

「
念
仏
者
ハ
無
碍
ノ 

ー
道
ナ
リ
」(

歎
異
抄)

と
し
て
身
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
無 

碍
道
と
は
、
生
死
即
涅
槃
で
あ
り
、
自
在
の
境
界
の
円
成
で
あ
る
。

三

宗
祖
に
は
、
前
述
の
よ
う
な
信
一
念
の
超
断
面
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
無

明

煩

悩

が

「
臨
終
ノ
ー
念
一
一
イ
タ
ル
マ
デ
、

ト
ド
マ 

ラ
ズ
、

キ
エ
ズ' 

タ
エ
ズ
ト
、
水
火
二
河
ノ
タ
ト
エ
ニ
ア
ラ
ワ
レ
タ
リ
」

と
も
、

「
ワ
レ
ラ
ガ
ミ
ニ
ミ
チ
ミ
チ
テ
、 

欲
モ
オ
ホ
ク
、

イ
カ 

リ
、

ハ
ラ
ダ
チ
、

ソ
ネ
ミ
、

ネ
タ
ム
コ
コ
ロ
オ
ホ
ク
ヒ
マ
ナ
ク
」(

一
念
多
念
文
意)

と
も
の
べ
て
、

不
断
煩
悩
の
相
状
を
あ
げ
る
。

今

、
 

こ
れ
を
生
死
へ
の
恒
順
面
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。



臨
終
の
一
念
に
い
た
る
ま
で
断
え
な
い
煩
悩
へ
の
省
察
は
、

「沈
一
ー
没
於
愛
欲
広
海
ハ 

迷
ー
ー
惑
於
名
利
太
山
“

不
”
喜"

入
一-
定
聚
之
数
ハ 

不"

快

。
近
一
一
真
証
之
証
「

可,

恥
可
レ
傷
矣
」(

信
巻)

と
い
う
悲
傷
と
な
り
、

ま

た

唯

円

の

問

い

に

対

し

て

も

「
ヨ
ロ
コ
ブ
ベ
キ
コ
コ
ロ
ヲ 

オ
サ
ヘ
テ
、

ヨ

ロ

コ

バ

セ

ザ

ル

八

煩

悩

ノ

所

為

ナ

リ

死

ナ

ン

ズ

ル

ヤ

ラ

ン

ト

、

コ
コ
ロ
ボ
ソ
ク
オ
ボ
ユ
ル
コ
ト
モ
煩
悩
ノ
所
為
ナ 

り
」(

歎
異
抄)

と
答
え
て
、

か

ゝ

る

凡

夫

ゆ

え

に

「
コ
ト-
ー
ア
ハ
レ
ミ
タ
マ
フ
」
仏
智
の
不
思
議
を
仰
い
で
、 

「
コ
レ
ニ
ッ
ケ
テ
コ
ソ
、
 

イ
ヨ
イ
ヨ
大
悲
大
願
ハ
タ
ノ
モ
シ
ク
、
往
生
ハ
決
定
ト
存
ジ
サ
フ
ラ
へ
」
と
慶
嘆
し
て
い
る
。

「
臨
終
一
念
之
タ
、
超
一
一
証
大
般
、涅
槃
ー
」(

信
巻)

の
時
ま
で
、

「
こ
の
身
こ
そ
あ
さ
ま
し
き
不
浄
造
悪
の
身
な
れ
ど
も
、

心
は
す
で
に 

如
来
と
ひ
と
し
」(

御
消
息
集)

い
の
で
あ
る
か
ら' 

生

涯

を

通

じ

て

病

・
死
を
軽
視
し
た
り
、
無
関
心
で
は
な
か
っ
た
。
 

そ
こ
に
は
、
人
生
に
対
す
る
細
心
の
配
慮
と
、

き
び
し
い
自
制
と
が
あ
っ
た
。

「
死
者
捨
一-
所

受

身-

」(

大
般
涅
槃
経)

で
あ
る
が
、

三 

種

の

死
(

放

逸

死

・

破

戒

死

・
壊
命
根
死)

が
あ
り
、

さ
ら
に
命
尺
死
と
外
縁
死
の
二
類
を
立
て
、
命
尽
死
を㈠

命
尽
非
是
福
尽
、㈡

福 

尽
非
是
命
尺
、㈢

福
命
俱
尽
、
外
縁
死
を㈠

非
分
自
害
死
、㈡

横
為
他
死
、㈢

俱
死
、

に
分
類
す
る
。

い
わ
ゆ
る
自
然
の
死
と
横
死
と
が
区
別
し
て
あ
る
が
、
前
述
の
放
逸
死
は
、

大
乗
方
等
般
若
波
羅
蜜
を
誹
謗
し
、
破
戒
死
は
、
諸
仏
所 

制
の
禁
戒
を
毀
犯
す
る
こ
と
で
魂
の
死
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、

「
逆
謗
ノ
屍
骸
」
を
想
起
す
る
。

ま
た' 
㈠

寿
尺
財
不
尺
死 

㈡

財
尺
寿
不
尺
死 

㈢

財
寿
俱
尺
死 

㈣

財

寿

俱

不

尺

死
(

大
毘
婆
沙
論
ニ
〇)

、
㈠

寿
尺
死 

㈡

福
尺
死 

㈢

不

避

不

平

等

死(

瑜

伽

論
こ

の

分

類

に
も

、
財
と
寿
の
関
係
、
お
よ
び
横
死
の
相
が
語
ら
れ
て
い
る
。
悲

化

段

の

「
寿
終
身
死
」 

「
年 

寿
終
尽
」

「
寿
終
神
逝
」

「
寿
命
終
尺
」
な
ど
の
用
語
と
、

「
其
寿
未
尽
、
便
頓
奪
之
」

「
今
世
為
悪' 

福
徳
尺
滅
」
な
ど
の
用
語
と
の
関
係 

も
、
前
述
の
死
の
分
類
と
対
応
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。

『
薬
師
経
』

に
は
、
決
定
の
横
死
を
あ
げ
、㈠

医
薬
、
看
病
人
を
用
い
ず
、

不
適
合
の
薬
を
与
え
る
死
、
迷
信
に
よ
る
非
法
の
死
、㈡
 

不
当
な
王
法
に
よ
る
死
、㈢

無
益
な
殺
生
、
酒
色
に
よ
る
死
、㈣

焼
死
、㈤

溺
死
、
的
戦
闘
に
よ
る
死
、
旧
墜
死
、2

:
毒
薬
、
起
屍
鬼
な 

ど
に
よ
る
死
、
的
飢
餓
死
、

を
列
ね
る
。



宗
祖
は' 

こ

の

文

を

「
化
巻
」

に
引
く
が
、㈡

—
旧
を
略
し
、2

:
を
省
い
て
あ
る
。

九
横
死
に
は
、
食
物
の
不
適
質
、

不
適
量
、

不
習
、
消
化
器
の
不
調
な
ど
の
不
注
意
、
法
規
無
視
の
生
活
、
悪
知
識
へ
の
親
近
、
時
機 

・
環
境
に
対
す
る
無
知
、
危

険

に

対

す

る

無

関

心

の

例(

九
横
経)

、
も
あ
る
。

「
化
巻
」

で
横
死
を
誡
め
て
い
る
の
は
、
個
人
的
な
健
康
管
理
は
言
う
に
及
ば
ず
、
細
心
の
注
意
に
よ
り
危
険
を
防
止
す
る
社
会
的
、 

あ
る
い
は
自
然
科
学
的
な
判
断
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
考
え
る
な
ら
ば
、
以
上
の
こ
と
を
総
合
し
て
、
は
じ
め
て
念
仏
の
現 

世

利

益

を

た

ゝ

え

る

「
息
災
延
命
ノ
タ
メ
ニ
ト
テ
」

「
七
難
消
滅
ノ
誦
文
」

「
定
業
中
夭
ノ
ゾ
コ
リ
ヌ
」
(
浄
土
和
讃)

の
意
味
が
、
領
解
さ 

れ
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
宗

祖

は

慈

信

房

あ

て

の

消

息

に

「
念
仏
す
る
人
の
死
に
よ
う
」

に
つ
い
て
注
意
し
て
い
る
。

「
身
よ
り
病
を
す
る
人
は
、
往
生
の
よ
う
を
ま
ふ
す
べ
か
ら
ず
、

こ
ゝ
ろ
よ
り
病
を
す
る
人
は
、

天
魔
と
も
な
り
地
獄
に
も
お
つ
る
こ 

と
に
て
さ
ふ
ら
ふ
べ
し
」(

御
消
息
集)

と
の
べ
、
身

病

と

心

病

の

区

別

を

「
よ
く
よ
く
御
は
か
ら
い
さ
ふ
ら
ふ
べ
し
」

と
教
え
て
い
る
。
 

こ

れ

は

『
大
般
涅
槃
経
』

十
二
の
説
に
よ
る
。
身

病

と

は

四

大

不

調

適

に

よ

る

「
ー
者
因
水
、

二
者
因
風
、

三
者
因
熱
、

四
者
雑
病
、

五 

者
客
病
」

の
五
種
あ
り
、
雑
病
・
客
病
は
地
大
に
お
さ
め
、
客

病

は

「
一
者
非
分
彊
作
、

二
者
忘
誤
堕
落
、

三
者
刀
杖
瓦
石
、

四
者
鬼
魅 

所
著
」

で
、
横
死
の
要
素
を
も
つ0

,

宗
祖
が
、
乗

信

房

あ

て

の

消

息

に

「
ま
ず
善
信
が
身
に
は
、
臨
終
の
善
悪
を
ば
ま
ふ
さ
ず
、
信
心
決
定
の
ひ
と
は
、
う
た
が
ひ
な
け
れ 

ば
正
定
聚
に
住
す
る
こ
と
に
て
候
な
り
。

さ
れ
ば
こ
そ
愚
癡
無
智
の
ひ
と
も
お
は
り
も
め
で
た
く
候
へ
」(

末
灯
鈔)

と
の
べ
る
の
も
、
身 

病
の
臨
終
に
つ
い
て
い
う
の
で
あ
る
。

お
よ
そ
臨
終
に
は
、
自

体

・
境

界

・

当

生

の

三

種

の

愛

心

が

あ

り(

三
部
経
大
意
，
西
方
指
南
抄
上
本)

、

こ
の
状
況
で
は
正
念
を
た
も
つ 

こ
と
は
難
い
と
さ
れ
る
。

『
瑜
伽
論
』

ー
の
六
類
死
の
う
ち
後
三
に
は
、
善

心

死

・
不

善

心

死

・
無
記
心
死
の
別
を
立
て
、

『
十
善
法
語
』

に
は
、

百
丈
禅
師
の



垂
語
を
引
き' 

命
終
の
時
に
は
一
生
の
善
悪
の
業
縁
が
現
前
し
、
愛
の
重
き
処
に
随
い
業
識
に
ひ
か
れ
て
受
生
し
、
臨
終
の
人
の
面
上
に 

五
色
の
風
が
あ
り' 

黒
色
は
地
獄' 

青
色
は
畜
生
、
黄
色
は
餓
鬼
、
常
色
は
人
界
、
 

鮮
花
色
は
天
界
に
生
じ
た
証
と
し
、
苦
悶' 

翻
転
の 

悪
相
、
顔
色
慈
愛
の
善
相
の
別
を
あ
げ
る
。

『
諸
経
要
集
』

に
は
、
身
の
冷
暖
で
来
報
を
知
る
と
し
、

「
造
善
之
人
従
下
冷
触
、

至
臍
已
上
煖
気
後
尽' 

即
生
人
中
、
若
至
頭
面
熱 

気
後
尺
、
即
生
天
道
、
若
造
悪
者:

：:

従
上
至
腰
熱
後
尽
者
、
生
於
鬼
趣' 

従
腰
至
膝
熱
気
尽
者
、
生
於
畜
生
、

従
膝
已
下
乃
至
脚
尽
、
 

生
地
獄
中
、
無
学
之
人
入
涅
槃
者' 

或
在
心
煖
、
或
在
頂
也
」

と
説
く
。

宗
祖
は
、

こ
の
よ
う
な
善
悪
の
験
法
を
全
く
採
ら
な
い
。
宗
祖
が
問
題
と
す
る
の
は
、
身
病
で
な
く
て
心
病
の
死
に
様
に
あ
る
。

思
う 

に
、

心
病
の
四
種
と
は' 

内
に
二
知
三
信
の
智
見
な
き
邪
見
・
僑
慢
に
結
帰
し
、
外
に
ば
理
由
な
き
軽
挙
と
沈
下' 

被

害

妄

想

・
加
害
妄 

想
に
終
始
す
る
の
で
あ
る
。
消
息
の
内
容
よ
り
し
て
造
悪
無
碍
、
無
慚
無
愧
と
想
像
さ
れ
る
信
願
房
に
対
す
る
悲
憐
が
窺
え
る
が
、
実
に 

鋭
い
病
と
死
の
本
質
に
関
す
る
洞
察
が
あ
る
。

心
病
は' 

果
し
て
不
可
治
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
問
題
を
取
扱
っ
た
の
は
、
阿
闍
世
王
の
廻
心
の
因
縁
で
あ
る(

大
般
涅
槃
経
——
信
巻)

。

世 

尊
は
、
月
愛
三
昧
と
教
化
に
よ
り
王
の
心
病
を
治
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
の
べ
た
。

宗

祖

が

誡

め

ら

れ

る

の

は

「
凡
夫
の
な
ら
ひ
な
れ
ば
わ
ろ
き
こ
そ
本
な
れ
ば
と
て' 

お
も
ふ
ま
じ
き
こ
と
を
の
み' 

身
に
も
す
ま
じ
き 

こ
と
を
し
、

口
に
も
い
ふ
ま
じ
き
こ
と
を
ま
ふ
す
べ
き
や
う
に
ま
ふ
さ
れ
さ
ふ
ら
ふ
」(

御
消
息
集)

と
い
う
邪
見
に
対
し
て
で
あ
る
。

こ 

の
よ
う
な
故
作
の
造
悪
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
罪
福
信
の
は
か
ら
い
で
あ
る
。
『
歎
異
抄
』

十
四
章
、
十
六
章
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、

「
イ
カ 

ナ
ル
不
思
議
ノ
コ
ト
ニ
モ
ア
ヒ' 

マ
タ
病
悩
苦
痛
セ
メ
テ
正
念
一
一
住
セ
ズ
シ
テ
ヲ
ハ
ラ
ン
」

時
に
、
念

仏

し

な

い

で

命

終

し

た

「
ソ
ノ
ア 

ヒ
ダ
ノ
ツ
ミ
ヲ
バ
、

イ
カ
ガ
シ
テ
滅
ス
ベ
キ
ヤ
」
と
批
判
し' 

ま

た

「
イ
ヅ
ル
イ
キ
、

イ
ル
イ
キ
ヲ
マ
タ
ズ
シ
テ
」
命
終
し' 

「
廻
心
モ
・ 

セ
ズ' 

柔
和
忍
辱
ノ
思
ニ
モ
住
セ
ザ
ラ
ン
サ
キ
」

に

終

る

と

き

に

「
摂
取
不
捨
ノ
誓
願
ハ
、

ム
ナ
シ
ク
ナ
ラ
セ
オ
ハ
シ
了
ス
ベ
キ-
一
ヤ
」



と
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

こ
れ
は
、
た
だ
ひ
と
た
び
の
廻
心
に
お
け
る
生
死
の
超
断
が
、
全
く
看
過
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

四

つ
ぎ
に
考
え
る
べ
き
こ
と
は
、
臨

終

と

魔

の

関

係

で

あ

る

「
行
巻
」

に
は
、
念
仏
三
昧
の
力
用
に
つ
い
て
一
切
の
煩
悩
、
魔
障
に
遮
障 

さ
れ
な
い
文
証
を
あ
げ' 

五

蘊

魔

・
外
魔
・
時
魅
鬼
な
ど
、
お
よ
び
臨
終
の
魔
障
、
諸
魔
の
障
り
の
な
い
こ
と
を
証
し
て
い
る
。

『
安
楽
集
』
を

通

じ

て

の

『
華
厳
経
』
『
大
智
度
論
』

文
、

元

照

『
観
経
義
疏
』

を

通

じ

て

の

『
首
楞
厳
経
』

『
大
乗
起
信
論
』

『
摩
訶 

止
観
』

文
に
は
、
内
外
の
二
魔
が
人
の
心
に
違
情
の
恐
懼
と
順
情
の
愛
着
、

そ
し
て
非
違
非
順
の
動
乱
を
も
た
ら
す
の
に
対
し
て
、
念
仏 

三
昧
の
無
碍
性
を
明
し
て
い
る
。

元
照
は
、

そ
の
根
拠
に
弥
陀
の
十
一
カ
を
あ
げ
て
い
る
が' 

要

約

す

れ

ば

「
智
恵
ノ
念
仏
」

「
信
心
ノ 

智
恵
」(

正
像
末
和
讃)

の
智
恵
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

智
恵
の
左
訓
に
、
分
別
思
惟
の
智' 

決
定
の
不
動
三
昧
の
恵
を
あ
げ
る
が(
浄
土
和
讃)

、

信

心

の

行

人

が

「
無
碍
ノ 

ー
道
」

で
あ
る
所 

以
も
、
智

恵

に

あ

る

こ

と

は

「
行
巻
」

の
引
文
、
ま

た

『
歎
異
抄
』
第
七
章
の
文
に
お
い
て
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て' 

第
二
節
で
の
べ
た
不
来
迎
の
根
拠
も
、
魔
障
の
な
い
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
元
祖
が
臨
終
来
迎
の
要
件
と
し
て
、㈠
 

臨
終
正
念
、
 
㈡

道
先
達
、㈢

対
治
魔

事

の

三

事
を

あ
げ

た
が(

漢
語
灯
録
七)

、
 

す
べ
て
が
必
要
の
な
い
も
の
と
な
る
。

宗
祖
に
よ
れ
ば' 

信
一
念
に
正
念
に
住
し
臨
終
ま
で

相
続
す
る
と
し(

末
灯
鈔)

、

一
形
尽
く
る
ま
で
二
尊
の
遣
喚
に
信
順
し
て
白
道
を
歩
み' 

臨
終
一
念
に 

大
般
涅
槃
を

超
証
す

る
と

の
べ(

信
巻)

、
現

生

に

仏'

咅
薩
の
護
念
を
え
て' 

臨

終

に
魔
障
が
な

い
と

の
べ

る
か
ら(

行
巻)

、

「
臨
終
ま 

っ
こ
と
な
し
、
来
迎
た
の
む
こ
と
な
し
」

と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

臨
終
を
要
期
す
る
者
は
、
臨

終

に

は

じ

め
て

善

知

識

に

あ

う

人(
尊 

号
真
像
銘
文)

、
諸

行

往

生

の

人(
末
灯
鈔)

、
信
心
未
決
定
の
人(

末
灯
鈔)

に
か
ぎ
る
と
さ
れ
る
。

す
で
に
あ
げ
た
よ
う
に
、

「
善
信
が
身
に
は'

臨

終

の

善

悪

を

ば

ま

ふ

さ

ず

さ

れ

ば

こ

そ

愚

癡

無

智

の

ひ

と

も

、
を
は
り
も
め
で



た
く
候
へ
」

の

「
め
で
た
く
」

と
は
、

い
か
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

明

法

房

の

往

生

を

「
め
で
た
き
こ
と
に
て
さ
ふ
ら
へ
」
と
い
い
、

ひ

ら

つ

か

の

入

道

の

往

生

を

も

「
め
で
た
さ
ま
ふ
し
っ
く
す
べ
く
も 

さ
ふ
ら
は
ず
」(

末
灯
鈔)

と
た
ゝ
え
て
い
る
。

「
め
で
た
し
」

の
形
容
は
、

本

願
(

末
灯
鈔)

、
信

心(
尊
号
真
像
銘
文
・
末
灯
鈔
・
血
脈
文
集)

、 

信

心

の

称

名(
末
灯
鈔)

、
報

恩

の

称

名(
御
消
息
集)

、
瑞

相

の

現

前(

一
念
多
念
文
意)

、
質

疑

の

適

正(

末
灯
鈔)

、
聞

法

の

果

報(
末
灯
鈔)

、 

善

き

聖

教(

御
消
息
集)

な
ど
に
対
し
て
用
い
て
あ
る
。

こ
れ
に
准
知
す
れ
ば
、
最

上

の

状

態

を

指

す

も

の
で

あ

り

「
を
は
り
も
」

の

「
も
」

に
注
意
す
べ
く
、
平

生

が

「
め
で
た
く
」

あ
る
か 

ら

臨

終

「
も
」

め
で
た
い
の
で
あ
る
と
の
意
味
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

あ

く

ま

で

も

「
め
で
た
き
」
根
拠
は
、
現
生
不
退
、
即
得
往
生
に
あ
る
。

そ

し

て

「
如
来
の
御
は
か
ら
ひ
に
て
往
生
す
る
よ
し
」

に
あ 

る
。

し

た

が

っ

て

「
め
で
た
き
」
命
終
と
は
、
必
ず
し
も
奇
瑞
を
指
す
の
で
は
な
く
、

「
御
信
心
た
じ
ろ
が
せ
た
ま
は
ず
し
て
」
、

「信
心 

た
が
は
ず
し
て
」(

末
灯
鈔)

の
往
生
を
意
味
す
る
。

そ
の
事
実
は
、
高

田

の

覚

信

房

が

「
お
は
り
の
と
き
」

に
、
南
無
阿
弥
陀
仏' 

南
無 

無
礙
光
如
来' 

南

無

不

可

思

議

光

如

来

と

称

え

「
手
を
く
み
て
、

し
づ
か
に
お
わ
ら
れ
て
候
ひ
し
」(

末
灯
鈔)

姿
、
宗
祖
と
覚
信
房
と
の 

問

答(

口
伝
鈔)

に
も
窺
わ
れ
よ
う
。

さ
ら
に
言
え
ば' 

煩

悩

具

足

の

ま

ゝ

に

「
ナ
ゴ
リ
オ
シ
ク
オ
モ
へ
ド
モ
、
娑
婆
ノ
縁
ッ
キ
テ
、

チ
カ
ラ
ナ
ク
シ
テ
ヲ
ハ
ル
ト
キ
ニ
、 

力 

ノ
土
へ 

ハ
マ
イ
ル
」(

歎
異
抄)

の

も

「
め
で
た
き
」
往
生
で
あ
り
、

さ

ら

に

「
イ
カ
ナ
ル
不
思
議
ア
リ
テ
罪
業
ヲ
オ
カ
シ
、
念
仏
セ
ズ
シ 

テ
オ
ハ
ル
」(

歎
異
抄)

と

も

「
め
で
た
き
」
往
生
な
の
で
あ
る
。
す

べ

て

「
信
心
決
定
ノ
ヒ
ト
ハ' 

ウ
タ
ガ
ヒ
ナ
ケ
レ
バ
、 

正
定
聚
に
住 

ス
ル
コ
ト
ニ
テ
候
」

の
故
で
あ
る
。

し
か
し
、
宗
祖
は
臨
終
の
奇
瑞
を
全
く
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

元
祖
入
寂
時
の
奇
瑞
を

た
ゝ

え(

化

巻

・
高
僧
和
讃)

、

さ
ら
に
、
 

善

導

の

「
恒
願
一
切
臨
終
時
、
勝
縁
勝
境
悉
現
前
」(

往
生
礼
讃)

を
釈
し
て
、
相

続

常

の

「
恒
」
と

不

断

常

の

「
常
」
と
を
区
別
し
、

「
オ 

リ
-

ー
シ
タ
ガ
フ
テ
、

ト
キ
ド
キ
モ
ネ
ガ
へ
ト
イ
フ
ナ
リ
」

と
の
べ
、

「
一
切
臨
終
時
ト
イ
フ
ハ
、
極
楽
ヲ
ネ
ガ
フ
ヨ
コ
ヅ
ノ
衆
生
、

イ
ノ



チ
オ
ハ
ラ
ム
ト
キ
マ
デ
ト
イ
フ
コ
ト
バ
ナ
リ
」

と
定
め
、
願
事
の
内
容
で
あ
る
勝
縁
勝
境
に
つ
き' 

「
仏
ヲ
モ
ミ
タ
テ
マ
ツ
リ
、

ヒ
カ
リ 

ヲ
モ
ミ
、
異
香
ヲ
モ
カ
ギ
、
善

知
識
ノ

ス
、
メ
ニ
モ
ア
ハ
ム
ト
オ
モ
へ
ト
ナ
リ
、
悉
現
前
ト
イ
フ
ハ
、

サ
マ
ザ
マ
ノ
メ
デ
タ
キ
コ
ト
ド
モ. 

メ
ノ
マ
ヘ
ニ
ア
ラ
ワ
レ
タ
マ
へ
ト
ネ
ガ
へ
ト
ナ
リ
」(

一
念
多
念
文
意)

と
の
べ
る
。

臨
終
時
の
解
釈
は
、
恒
願
の
時
を
明
ら
か
に
し
て
い 

る
、
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
定
義
で
あ
る
。
穢
身
の
命
終
時
を
指
す
の
で
は
な
く'

金
剛
心
成
就
の
行
者
の
生
涯
を
す
べ
て
包
括
す
る
時 

間
で
あ
る
。
摂
取
の
中
の
人
生
で
あ
る
。

「
イ
ノ
チ
オ
ハ
ラ
ム
ト
キ
マ
デ
ト
イ
フ
コ
ト
ナ
リ
」

と
は' 

上

尽

一

形

の

釈

の

「
イ
ノ
チ
オ
ハ
ラ
ム
マ
デ
ト
イ
フ
」(

一
念
多
念
文
意) 

と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
平
生
業
成
の
証
明
で
あ
る
。
勝
縁
勝
境
の
説
明
に
は
、

『
観
念
法
門
』

の
五
種
増
上
縁
の
意
を
う
け
、
識

・
境
相 

対

し

て

光

明

・
仏

・
菩
薩
な
ど
の
現
生
増
上
縁
、
善
知
識
の
勧
化
な
ど
の
滅
罪
増
上
縁
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
オ
モ
へ
ト
ナ
リ
」

の 

語
勢
は
、
次

の

「
悉
現
前
ト
イ
フ
ハ
、

サ
マ
ザ
マ
ノ
メ
デ
タ
キ
コ
ト
ド
モ
、

メ
ノ
マ
へ
一
ー
ア
ラ
ワ
レ
タ
マ
へ
ト
ネ
ガ
へ
ト
ナ
リ
」

の
語
勢 

と
相
応
し
て
、
恒
願
の
内
実
を
明
示
し
て
い
る
。

全
く
即
得
往
生
の
相
で
あ
り
、

決
し
て
臨
終
現
前
の
願
求
で
は
な
い
。
 

勝

境

の

左

訓

「
カ
タ
チ
ナ
リ
」
、

悉

現

前

の

左

訓

「
コ
ト
ゴ
ト
ク
マ
へ
ニ
ア
ラ
ワ
レ
タ
マ
へ
ト
ナ
リ
」

に
つ
い
て
も
、

明
ら
か
に
摂
取 

不
捨
の
現
証
が
、
行
者
の
楽
欲
已
前
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、.
勝
縁
勝
境
は
願
求
を
ま
っ
て
現
前
す
る
の
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
常
願
で
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
祖
意
の
示 

す
と
こ
ろ
は
、
摂
取
の
光
益
に
よ
っ
て
已
に
常
現
在
し
て
い
る
勝
縁
勝
境
な
る
が
故
に
、
恒
願
の
満
足
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

「
真
実
信
心
内
因 

摂
取
不
捨
外
縁
」(

愚
禿
鈔)

の
前
念
命
終
、
後
念
即
生
が
、
現
証
さ
れ
て
い
る
。

か
く
て
こ
そ
、
恒

願

の

衆

生

は

「臨
終
一
念
之
タ
、
超
一
一
証
大
般
涅
槃
ー
」(

信
巻)

す
る
の
で
あ
る
。

「
大
願
清
浄
報
土
不
“
云
一
一
品
位
階 

次
ハ
ー
念
須
臾
間
速
疾
超
一
一
証
無
上
正
真
道-

」(

信
巻)

の
一
念
も
臨
終
の
一
念
で
あ
る
。

思
う
に
、
獲

信

は

「
非­
一
尋
常-

非
一
一
臨
終­
」(

信
巻)

で
あ
り
、
聞
名
の
一
念
に
成
就
し
、
身
は
穢
悪
の
身
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

心
は
す 

で
に
如
来
と
等
し
く
て
、

「
そ
の
心
す
で
に
浄
土
に
居
す
」(
善
性
本
御
消
息
集)

と
い
わ
れ
、

覚
如
の
表
現
に
よ
れ
ば 

「
ソ
ノ
ト
キ
ヲ
モ



テ
、
娑
婆
ノ
オ
ワ
リ
、
臨
終
ト
オ
モ
フ
ベ
シ
」(

執
持
鈔)

と
あ
る
。

し
か
し
、

五

蘊

仮

和
合
の
肉
身
の
存
す

る
か
ぎ

り
「
煩
悩
具
足
ノ
身 

ヲ
モ
テ
、
 

ス

デ

ニ

サ

ト

リ

ヲ

ヒ

ラ

ク

ト

イ

フ

コ

ト

モ

テ

ノ

ホ

カ

ノ

コ

ト

ニ

サ

フ

ラ

フ

」(

歎
異
抄)

で
あ
り
、

「
今
生
二
本
願
ヲ
信
ジ 

テ
、

カ

ノ

土-
ー
シ
テ
サ
ト
リ
ヲ
バ
ヒ
ラ
ク
」
と
な
ら
う
宗
意
で
あ
る
。

さ
れ
ば
、
救
い
の
証
し
は
、

心
に
あ
り' 

証
り
の
証
し
は' 

身
に 

あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
信
の
一
念
と
臨
終
の
一
念
の
意
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
宗
祖
の
思
召
も
、
 

こ
ゝ
に
あ
る
と
思
わ
ね
ば
な
ら
な
い
ー 

な
お' 

一
 

つ
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
捨
身
の
問
題
で
あ
る
。
今
は
、
中
国
、

日
本
の
高
僧
伝
や
往
生
伝
に
見
え
る
例
を
、
 

と
り
あ
げ
る
意
図
は
な
い
。

た

だ

『
西
方
指
南
抄
』

下
末
の
結
べ
に
記
し
て
あ
る
元
祖
門
下
の
事
例
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
 

そ
れ
は' 

武
蔵
国
住
人
、

つ

の

と

の

三

郎

に

つ

い
て

「
オ

ホ

ゴ

・
シ

ノ

ヤ

・
ツ
ノ
ト
、
 

コ
ノ
三
人
ハ
、
聖
人
根
本
ノ
弟
子
ナ
リ
。

ツ
ノ 

ト
ハ
生
年
ハ
十
ー 

エ
テ
、
 

自
害
シ
テ
メ
デ
タ
ク
往
生
ヲ
ト
ゲ
タ
リ
ケ
リ
」

と
あ
る
。
自

害

ノ

目

的

は

「
故
聖
人
往
生
ノ
ト
シ
ト
テ
、 

シ
タ 

リ
ケ
ル
」
と
あ
り
、 

「
正
月
二
十
五
日
ナ
ド-
ー
テ
ヤ
ア
リ
ケ
ム
、

コ
マ
カ
ニ
タ
ヅ
ネ
記
ス
ベ
シ
」
と
、

元
祖
の
御
命
日
を
期
し
て
の
こ
と 

で
あ
っ
た
か
と
推
考
し
て
あ
る
。

宗
祖
が' 

捨
身
往
生
を
い
か
に
考
え
て
お
ら
れ
た
か
の
具
体
的
な
記
述
は
、

諸
撰
述
の
ど
こ
に
も
検
索
で
き
な
い
が
、

津
戸
三
郎
が 

「
自
害
シ
テ
メ
デ
タ
ク
往
生
」
を
と
げ
た
と
の
記
述
は
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
場
合' 

第
三
節
で
の
べ
た
横
死
と
の
区
別 

が
、
ま
ず
研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ち
な
に
み
、
時
代
は
降
る
が
、

明
応
ハ
年
三
月
二
十
六
日
、
す
な
わ
ち
蓮
如
の
葬
送
に
あ
え
な
か
っ
た
大
和
芳
野
の
人
が' 

葬
礼
の
あ 

と
に
参
っ
て
、
腹
十
文
字
に
か
き
切
り
、
 

ふ
え
を
か
き
切
り
自
害
し
た
と
記
し
、

「御
わ
か
れ
を
悲
し
み
け
る
殊
勝
の
事
ぞ
」
と
の
べ
て 

い

る

が(

仰
条
・
連
々
聞
書
三
八)

、

こ
の
両
者
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
殉
死
的
な
心
情
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
は
、
む
し
ろ
武
士
道
に
相
似
た
身
の
処
し
方
が
窺
わ
れ
る
。

だ
が
、
宗
祖
の
生
死
観
の
基
本
と
な
る
も
の
は
、
自
然
法
爾
の
道
理
で
あ
り
、
生
も
死
も
去
も
来
も
、

三
遣
三
随
順
の
仏
弟
子
と
し
て 

は
、
も

は

や

「
独
生
独
死
独
去
独
来
」(

大
経
下)

で
な
く
、
如
来
と
共
に
あ
る
生
死
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

「
夫
菩
薩
帰
“
仏
、
如
・
孝
子



帰
一
一
父
母
-"4

忠
臣
之
帰
一
一
君
后
ハ
動
静
非
ノ
己
、
出

没

必

由

工(

論
註
上
—
行
巻)

と
い
わ
れ
る
動
静
、
出
没
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

人
間 

の
分
別
に
よ
っ
て
す
る
進
退
で
は
な
い
。

生
も
死
も
、

二
尊
の
遣
喚
に
則
し
て
、

「
不
“
惜
一
一
仏
意-

何
取
一
一
人
情-

」(

般
舟
讃)

と
い
う
至
純 

の
展
開
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

人
間
の
感
情
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
、
は
る
か
に
超
え
た
世
界
で
あ
る
。

む 

す 

び

上
来' 

宗
祖
の
生
死
観
を
窺
っ
て
き
た
が
、
最
後
に
宗
祖
御
自
身
の
御
往
生
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

弘

長

二

年(

ニ
ニ
ハ
ニ)

十
一
月
下
旬
よ
り
不
例
と
な
り
、
 

二
十
八
日
に
九
十
年
の
生
を
全
う
し
て
円
寂
さ
れ' 

浄
土
に
還
帰
さ
れ
た
あ 

と' 

そ
の
始
終
を
看
と
っ
て
い
た
息
女
覚
信
尼
が
母
公
恵
信
尼
に
委
細
を
報
告
し
て
い
る
。

十
二
月
一
日
発
の
消
息
に
対
し
て
、
恵

信

尼

の

返

書

に

は

「

な
に
よ
り
も
殿
の
御
わ
う
じ
ゃ
う
ヽ
中
々
は
じ
め
て
申
す
に
お
よ
ば 

ず
候
」(

恵
信
尼
消
息)

と
の
べ
、
宗
祖
の
六
角
夢
想
、
吉
水
入
室
の
求
道
を
回
顧
し' 

つ
い
で
常
陸
の
下
妻
に
お
け
る
自
身
の
夢
想
を
あ 

げ
、

元
祖
を
大
勢
至
菩
薩
、
宗
祖
を
観
音
菩
薩
の
化
身
と
仰
ぐ
確
信
に
つ
ら
ぬ
か
れ
た
生
涯
を
の
べ
、

「
か
く
御
心
へ
候
べ
し
。

さ
れ
ば 

御
り
ん
ず
は
い
か
に
も
わ
た
ら
せ
給
へ
、
う

た

が

ひ

思

ま

い

ら

せ

ぬ

う

へ

」
と
、
宗
祖
の
臨
終
に
ふ
れ
て
往
生
を
確
信
し
、
益
方
が 

臨
終
に
値
う
こ

と

が
で

き

た
こ

と

を

喜
び

「
う

れ

し

く

候

う

れ

し

く

候

」
と
記
し
て
い
る
。

生
涯
を
通
じ
て' 

観
音
の
化
身
た
る
夫
に
仕
え
、

「
一
生
之
間
能
荘
厳
」

の
行
持
を
貫
き
、

そ
し
て
安
養
界
に
還
帰
し
た
先
達
へ
の
随 

喜
の
情
が
溢
れ
て
い
る
。

「
御
り
ん
ず(
臨
終)

は
い
か
に
も
わ
た
ら
せ
給
へ
」

の
文
字
に
は
、

ま

さ

し

く

「
善
信
が
身
に
は
、
臨
終
の
善 

悪
を
ば
ま
ふ
さ
ず
、
信
心
決
定
の
ひ
と
は
、
う
た
が
ひ
な
け
れ
ば
正
定
聚
に
住
す
る
こ
と
に
て
候
な
り
」(

末
灯
鈔)

と
照
応
し
て
お
り
、
 

ま
さ
し
く
夫
善
信
房
の
西
帰
を
証
明
し
て
お
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
ま
た
、
宗

祖

の

「
さ
だ
め
て
さ
き
だ
ち
て
往
生
し
さ
ふ
ら
は
ん
ず
れ
ば
、
浄
土
に
て
か
な
ら
ず
か
な
ら
ず
ま
ち
ま
ひ
ら
せ
さ
ふ 

ら
ふ
べ
し
」(

末
灯
鈔)

「
さ
き
だ
ち
ま
い
ら
せ
て
も' 

ま
ち
ま
い
ら
せ
候
べ
し
」(

御
消
息
拾
遗)

な
ど
に
見
ら
れ
る
俱
会
一
処
の
信
念
に
相



応
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
覚
信
尼
の
消
息
は
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
御
臨
終
の
様
子
に
つ
い
て
は
詳
し
く
知
り
難
い
け
れ
ど
も
、
覚
如
の
伝
え
る
と
こ 

ろ

で

は

「
い
さ
さ
か
不
例
の
気
ま
し
ま
す
。
自
爾
以
来
、

口
に
世
事
を
ま
じ
へ
ず
、

た
だ
仏
恩
の
ふ
か
き
こ
と
を
の
ぶ
。

声
に
余
言
を
あ 

ら
は
さ
ず
、
も
は
や
称
名
た
ゆ
る
こ
と
な
し
。

し
か
う
し
て
同
第
八
日
午
時
、
頭
北
面
西
右
脇
に
臥
給
て
、

っ
ゐ
に
念
仏
の
息
た
え
ま
し 

ま
し
を
は
り
ぬ
」(
親
鸞
伝
絵
下)

と
あ
る
。
文
体
は
、
『
往
生
要
集
』

中

本

の

「
自
レ
非
一
一
仏
法
音
一
勿
“
聞
一
亲
声
ハ
自"

非-

仏
正
教
一
勿
“
説
ー
ー 

余
事
つ
自
“
非
ー
ー
往
生
事
一
勿"

思
一
一
余
事7

如"

是
乃
至
命
終
之
後
坐
一­
宝

蓮

台

上-

」
を
思
わ
せ
、
ま

た

「
念
仏
の
い
き
」

の
表
現
に
も
、

天 

台
教
学
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
慧
心
流
・
檀
那
流
に
説
か
れ
て
い
た
弥
陀
命
息
の
思
想
で
あ
る
。
勿
論
、

こ
の
命
息
の
思
想
が
、
 

宗
祖
の
念
仏
義
と
同
じ
と
い
う
の
で
は
な
い
。
彼
等
が
人
の
息
に
つ
い
て
実
相
三
諦
と
関
連
さ
せ
、

口
を
阿
弥
陀
の
道
場
、

入
息
を
来
迎
、
 

出
息
を
往
生
と
し
た
り
、
出
入
の
息
を
阿
弥
陀
仏
と
諦
観
す
る
と
い
う
立
場
と
、
本
願
力
廻
向
の
大
行
大
信
と
が
立
場
を
異
に
し
て
い
る 

こ
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
。

い
ま
一
つ
は
一
息
と
寿
命
の
思
想
で
あ
る
。

『
摩
訶
止
観
』

七
上
に
は
、

「
大
集
云
出
入
息
名
ー
ー
寿
命
〔

一
息
不
返
即
名-
一
命
終­

」
と
の 

ベ' 

貞

舜

の

『
天
台
名
目
類
聚
鈔
』

三
本
に
は' 

「:

：:

母

ノ

入

息-
ー
ッ
レ
テ
神
ガ
胎
内
二
入
也
。:

：:

生
ル
時' 

ハ
ッ
ト
ロ
ヲ
開
テ
鳴 

也
、
此
時
風
ロ 

ー
一
入
リ
七
処
ニ
触
テ
丹
中
二
留
ル
一
期
ノ
間
此
息
此
如
ク
出
入
シ
テ
衆
生
ノ
命
根
ト
ナ
ル
、
-

期
ノ
終
二
、
 

此
息
出 

テ
再
返
ザ
ル
ヲ
死
ト
名
ル
也
」
と
説
く
。

お
そ
ら
く
、
前
記
の
二
種
の
思
想
が
、
覚
如
の
用
語
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

宗
祖
は
、
ま

さ

し

く

「
め
で
た
き
」
往
生
で
あ
っ
た
。
宗
祖
が
、

た
か
だ
の
入
道
へ
の
返
事
に
、

か
く
ね
ん
ぼ
う
の
事
に
ふ
れ
、

「
親 

鸞
は
さ
き
だ
ち
ま
い
ら
せ
候
は
ん
ず
ら
ん
と
、
 

ま
ち
ま
い
ら
せ
て
こ
そ
候
っ
る
に' 

さ
き
だ
た
せ
給
候
事
」
を
嘆
じ
、

か
く
し
ん
ぼ
う
に 

つ
い
て
は
、 

「
か
な
ら
ず
か
な
ら
ず
さ
き
だ
ち
て
ま
た
せ
給
候
覧
、
 

か
な
ら
ず
か
な
ら
ず
ま
い
り
あ
ふ
べ
く
候
」

と
期
し' 

か
く
ね
ん
ぼ 

う
に
つ
い
て
も
、

「
か
な
ら
ず
か
な
ら
ず
ー
と
こ
ろ
へ
ま
い
り
あ
ふ
べ
く
候
」(

御
消
息
拾
遺)

と
表
明
し
て
い
る
。

ま

こ

と

に

「
当
来
の
親
友
」

は
、
生
死
を
こ
へ
て
俱
会
一
処
を
期
す
る
の
で
あ
る
。

「
い
き
て
候
は
ば
、

こ
の
世
の
面
謁
う
た
が
ひ
な



く

候

べ

し

さ

き

だ

ち

ま

い

ら

せ

て

も

、
ま
ち
ま
い
ら
せ
候
べ
し
」

と
い
う
宗
祖
の
心
境
と
、

「
死
す
る
ほ
ど
の
こ
と
な
ら
ば
、

か
へ 

る
と
も
死
し
、

と
ど
ま
る
と
も
死
し
候
は
む
ず
、

ま
た
や
ま
ひ
は
や
み
候
ば
、

か
へ
る
七
も
や
み
、

と
ど
ま
る
と
も
や
み
候
は
む
ず
」 

(

末
灯
鈔)

と
い
い
き
っ
て
上
洛
を
と
げ' 

往
生
し
た
覚
信
の
信
念
と
は
、
全
く 

一
味
で
あ
る
。
蓮
位
が
、

「
二
河
譬
喩
」

に
思
い
合
せ
て 

感
歎
し
て
い
る
が
、

そ

こ

に

開

か

れ

て

い

る

の

は

「
必
ず
死
の
難
な
け
ん
」(

散
善
義)

の
一
道
で
あ
る
。

す

な

わ

ち

「
仁
者
但
決
定
尋
一-
此
道
一
行
、

必
無
一
一
死
難
ハ
若
住
即
死
」

の
発
遣
、

「
汝
一
心
正
念
直
来
、
我
能
護
ノ
汝
、
衆

不"

畏
“
堕
一
ー
於 

水
火
之
難
ー
」

の
招
喚
に
信
順
し
て' 

三
遣
三
随
順
の
世
界
が
開
け
て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
は
、

も
は
や
死
の
難
、

水
火
の
難
は
な
い
の
で
あ 

る
。

死
が
な
く
な
り
、
水
火
が
な
く
な
る
の
で
は
な
く
、

死
の
難
、
水
火
の
難
が
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

経
典
は
、
死
の
難
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
す

な

わ

ち

「
夫
死
者
於
険
難
処
無
有
資
糧
、
去
処
懸
遠
而
無
伴
侶
、
昼
夜
常
行
不
知
辺
際
、
 

深
邃
幽
闇
無
有
灯
明
、

入
無
門
戸
而
有
処
所
、
雖
無
痛
処
不
可
療
治
、

往
無
遮
止
、

到
不
得
脱
、
無
所
破
壊
、
見
者
愁
毒
、
非
是
悪
色
、
 

而
令
人
怖
、
敷
在
身
辺
不
可
覚
知
、
迦
葉
以
是
等
譬
及
余
無
量
無
辺
譬
喩
、
当
知
、
是
死
真
為
大
苦
」(

大
般
涅
槃
経)

と
い
う
。
 

か

の

陶

淵

明

が

「
自
祭
文
」

に
お
い
て
、

「陶
子
将
辞
逆
旅
之
館 

永
帰
於
本
宅
候
顔
已
冥 

聆
音
愈
淡 

鳴
呼
哀
哉
」

に
は
じ
ま
り
、
 

つ

い

に

「
人

生

実

難

死

如

之

何 

鳴
呼
哀
哉
」
と
結
ぶ
所
以
も
、
死
の
難
に
他
な
ら
な
い
。

し

か

る

に

「
念
仏
者
ハ
無
碍
ノ
ー
道
ナ
リ
」

の
宣
言
は
、
信
一
念
に
生
死
を
超
断
し
、
し
か
も
生
死
の
中
に
あ
っ
て
臨
終
一
念
ま
で
、
 

生
死
に
恒
順
す
る
無
碍
道
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ

れ

「
安
住
大
乗
大
般
涅
槃
、
内
外
過
患
一
切
皆
尽
、

是
故
死
王
不
能
及
之
」(

大
般
涅
槃
経)

の
境
界
を
知
見
す
る
も
の
で
あ
り
、
十 

自
在
の
中
の
命
自
在
の
分
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。


